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令和７年１２月 ９日 
                            （２０２５年） 
保護者の皆さまへ 
                                吹田市立 第五中学校 
                              校長 小早川 靖樹  
  

令和７年度 全国学力・学習状況調査の分析について 
 
 本年度、３年生を対象として「令和７年度全国学力・学習状況調査」を実施し、７月
に個人ごとの結果をお返ししました。また吹田市でも、今回実施した調査結果の概要を
吹田市のホームページを通じて公表しております。 
 この調査は中学校の最終学年のみを対象とした調査であり、教科も国語・数学・理科
に限られております。また、測定されたものは学力の一部であり、学校における教育活
動の一側面に過ぎません。そのことを踏まえつつ、調査によって得られた課題を明らか
にし、その改善に全力を注ぐことが、調査本来のねらいであると考えています。 
 対象となった３年生には、よりきめ細かな指導ができるよう取組みを進めるととも
に、学校全体として課題に応じた学力向上につながる具体的な指導方法の工夫改善も図
ってまいります。各ご家庭におかれましても、以下の分析結果をもとに、今後の家庭学
習の指針として、参考にしていただきますようお願いいたします。 
 
１ 教科に関する調査結果の分析 

●国語 

《概要》 
言葉の特徴や使い方に関する事項 

   ・「変換した漢字の適切なものを選択する」については全国値を上回っている  

・「『しきりと』の意味」については全国値を下回っている。 

 話すこと・聞くこと 
 ・「スライドを使ってどのように話しているか」は、全国値を下回っている。 
・「聞き手の反応を見て発した言葉についてと理由」は、全国値を下回っている。 
・「助言の意図を説明したものを選択する」は、全国値をやや上回っている。 

・「スライドの工夫についての助言を書く」は、全国値を下回っている。 
 書くこと 

   ・「ちらしに会場図を加えた目的の説明を選択する」は、全国値を下回っている。 

      ・「ちらしの情報について、変更の意図を説明したものを選択する」は、全国値     

を下回っている。 

   ・「今年度の美術展の工夫についての文章を書く」は、全国値を上回っている。」 

   ・「手紙の下書きの誤っている漢字を見つけて修正する」は、全国値を上回って             

いる。 

   ・「兄と弟の性格について書く」は、全国値を上回っている。 

   ・「榎木の実に書かれている場面の効果を自分の考えで書く」は、全国値を下回   

っている。 

 読むこと 
・「物語の初めの問いの効果を選択する」は全国値を上回っている。 

 
    《国語科における成果と今後の改善点について》 

・選択式については意欲的に答え、正答も多く、無回答はほぼ無かった。 
・記述式の問題では、積極的に取り組めたものと無回答が多かったものに分
かれた。 

<改善点> 
・文章を読み要点をまとめる取り組みを増やす。 
・複数の情報を関連づけて、根拠と意見を整理して考える。 
表現するための工夫や型を知り、書く練習を進める 
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●数学 

《概要》 
数と式  

・「数量を、文字を用いた式で表す問題」は、全国値を上回っている。 
・「予想が成り立たない例に反例をあげ説明する問題」は、全国値を下回ってい
る。 

図形  

・「平行四辺形となることの証明の説明をする問題」は、全国値を上回っている。 
・「三角形の外角の大きさを求める問題」は、全国値を下回っている。 
関数  

・「一次関数の y の増加量を求める問題」は、全国値を上回っている。 
・「電車の運賃がおよそいくらになるか求める方法を説明する問題」は全国値を 
下回っている。 

データの活用  

  ・「確率を求める問題」は、全国値を上回っている。 
  ・「ハンドボール投げの記録をまとめた資料から相対度数を求める問題」は、全

国値を下回っている。 
 
   《数学科における成果と今後の改善点について》 

・証明問題や確率の問題等の練習を行ってきた問題（記述式）については全
国値よりも正答率が高く、無回答率が低かったことから、意欲的に解答で
き知識や技能の定着につながっている様子が見えた。 

＜改善点＞ 
・状況から判断し数学的な技能を使い説明することに対しては、正答率が低
く、単純な知識だけで解ける問題に慣れ、幅広く問題に取り組めていない
と思われる。多様な考え、より良い解き方をみつけることができるように
工夫する。 

 
 
 

●理科 

《概要》 
・「理科の実験では、なぜ水道水ではなく精製水を使うのかな？という疑問を解決 

するための課題を記述する」の正答率は、全国値を上回っている。 

・「気圧を利用している身近な事象を選択する」の正答率は、全国値を上回っている。 

 ・「塩素の元素記号を記述する」の正答率は、全国値を下回っている。 

・「電熱線を利用して水を温めるための電気回路について、直列と並列とで回路全体 

 の抵抗が大きい装置や早く水が温まる装置を選択する」の正答率は、全国値を下 

回っている。 

 

   《理科における成果と今後の改善点について》 

・身近な事象から課題を考えることはできるが、基礎的な知識や技能を選択
しながら解決に向けていくことが課題と考えられる。 

＜改善点＞ 
・知識の確認を行いながら、身近な事象と連動し身の回りでの理科的な考え
方をしようする具体的な場面を想定しながら考える問題に取り組めるよう
な発問の工夫を授業で行う。 
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２ 生活習慣や学習環境等に関する調査の傾向 
【学習環境・生活環境について】 

・本校では朝食をとっている生徒の割合が、全国値より上回っている。 

・「自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか」の質問に当てはまる 

生徒の割合が多く、全国値より肯定的意見の割合が上回っている。 

・「学校の授業以外に、普段、１日当たりどれくらいの時間勉強をしますか」の 
 質問に「１時間以上、２時間より少ない」と回答する生徒の割合が多く、全国  

 値よりやや上回っている。 
 

【教科・学習について】 
・１、２年生のときに受けた授業では、各教科で学んだことを生かしながら、自分 

 の考えをまとめる活動を行っていた生徒の割合が、全国値より大きく上回ってい 

る。 

・道徳では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動に取  

 り組んでいる生徒の割合が、全国値より大きく上回っている。 

・「国語、数学、理科の授業の内容はよくわかりますか」の質問では、各教科７割  

以上の生徒が肯定的に回答している。 

 

３ 今後の取組み 
 今年度本校では、「自主・自立を目指す生徒の育成」のため、自身で課題をみつ
け、解決できる力を高める授業づくりを進めています。 

スマホ等の利用を通して、AI が身近な存在となっています。調べることで即座
に求める情報や答えが出てきてしまうことから、自ら学習する必要性を感じにくく
なっています。 

そのため、わからないことや新しいことに対して、自身が考えられることから考
え始めていくことを苦手とする生徒が多くいます。 

学習の必然性を感じる授業づくりの実践を進め、基礎学力の定着を図りながら、
自ら責任ある行動ができるよう「正解か不正解を自身で判断できること」「正しい
情報を取捨選択できること」を授業で取組みながら将来への成長に促してまいりま
す。 

授業以外でも引き続き、「朝読書」「朝学習」で基礎学力の定着を進め、学習環
境や生活環境を自分自身で整え、自身で「計画立てた行動」ができるよう、学習や
生活の習慣を生徒が身につけられるように取り組んで参ります。 


